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1. はじめに 

クラッシュレポートとは，アプリケーションが強制終了

した際のシステムの状況を記録したもので，多くの場合，

スタックトレースの情報を含む．クラッシュレポートの自

動分類では，報告されたクラッシュをバグごとにグルー

プ化することで，開発者が頻度の高いバグを優先して

修正することを可能にする． 

自動分類の精度を高めることにより，より効率の良い

バグ修正が可能となる． [1]において提案されている

ReBucket 法では，前処理としてスタックトレースに存在

す る が ク ラ ッ シ ュ と は 無 関係 な 関 数 を 削 除 す る ．

ReBucket の適用では，事前に該当する関数のリストを

準備する必要があるが，リストを作成するためには専門

的な知識を持った開発者による頻繁な更新が必要であ

ることから，クラッシュレポートと関数リストの両方を含む

データセットはこれまで構築されていなかった．そこで本

稿では，クラッシュレポートの自動分類手法の評価を目

的とする新たなデータセットの構築について報告する．  

2. Mozilla におけるバグ修正の流れ 

Mozilla では[2]によりクラッシュレポートが管理されて

いる．報告されたクラッシュレポートは，スタックトレース

上位のフレームから生成された Signature が付加され，

これを元に分類される．開発者はクラッシュの傾向から

バグレポートを作成し，バグ修正を行う．バグレポートと

複数の Signature との関連付けを行うことにより，同一の

バグに起因する複数の Signature を管理することができ

る．また，ある 1 つのバグについて複数のバグレポート

が作成された場合に，一方の”DUPLICATE”(重複)とし

て他方を関連付ける場合がある．また，Mozilla が現在

運用している[2]においては該当する関数の正規表現

のリストが公開されている[3]． 

3. データセットの作成方法 

構築するデータセットはクラッシュレポート群と，クラッ

シュレポートに紐づけられたバグの種類（すなわち分類

の正解データ）の 2 種類のデータと関数のリストをもつ．  

まず，最初に指定した範囲のバージョンで報告頻度

の 高 い Signature の 上 位 300 件 を 取 得 す る ． 各

Signature に関連付けられているバグレポートを取得し，

さらにそれらの重複とされたバグレポートも取得する．重

複とされたバグレポートに関連付けられた Signature と元

のバグレポートの Signature は同一のバグに起因すると

考えられるので，正解データではこれらの Signature は

同一とみなすこととする．最後に各 Signature に属するク

ラッシュレポートをランダムに最大 100 件取得する．また，

[6]と同様の形式に整形する． 

4. データセットの概要 

作成したデータセットの概要を表 1 に示す．クラスタ

数は，正解データにおいて，クラッシュの原因と考えら

れるバグの数に相当する．ウェブブラウザのような大規

模なアプリケーションでは，数多くのスレッドが実行され

ており，その多くがクラッシュと直接関係しない．そのた

め，取得したクラッシュレポート群のうち，クラッシュが発

生したスレッドのスタックトレースのみをデータセットの対

象とした．対象バージョンはデータセット作成時点の最

新版である Firefox 48.0 のバージョンのうち，Nightly と

Beta とした．作成したスクリプトとデータセットは近日中

に公開予定である． 

表 1. 作成したデータセットの概要 

対象バージョン 48.0a1〜48.0b99 

クラッシュレポート数 37,146 

バグレポート数 831 

クラスタ数 727 

5. おわりに 

作成したスクリプトを用いると，バージョンを指定する

ことで容易にデータセットを生成できる.今後は継続的に

データセットを作成する予定である． 
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